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７
雑
記八
月
三
一
曰

朝
か
ら
膨
大
な
数
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
。
参
加

者
（
五
六
名
）
を
五
班
に
分
け
、
反
差
別
国
際
運
動
が
開
催
し
た

「
女
性
と
人
身
売
買
に
関
す
る
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
一
・
二
班

が
参
加
し
、
三
班
・
五
班
が
政
治
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
四

班
が
従
軍
慰
安
婦
問
題
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し

た
。
し
か
し
、
私
の
属
す
る
三
班
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
場
が

満
員
の
た
め
、
会
場
に
入
れ
ず
他
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
順
に
見

て
回
り
、
会
場
の
玄
関
前
で
九
月
一
曰
午
後
三
時
か
ら
部
落
解
放

同
盟
女
性
対
策
部
が
開
催
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
呼
び
込
み
の

開
会
式
に
参
加
で
き
一
同
ホ
ッ
ト
す
る
。

収
容
人
員
は
二
万
四
千
人
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
は
、
先
着
順
で
一
万

五
千
人
が
参
加
し
た
。

開
会
式
で
は
、
過
去
三
回
（
メ
キ
シ
コ
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・

ナ
イ
ロ
ビ
）
の
女
性
会
議
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
事
務
局
長
や
今

回
の
事
務
局
長
、
政
府
間
会
議
事
務
局
長
の
モ
ン
ゲ
ラ
（
⑦
の
亘
呂
の

三
・
后
の
一
一
四
）
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
ほ
か
、
歓
迎
の

マ
ス
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
全
員
が
最
後
に
は
、
手
を
つ

な
い
だ
り
、
腕
を
組
ん
だ
り
女
性
の
力
を
一
つ
に
し
て
、
女
性
の

地
位
向
上
を
女
性
自
身
が
行
動
を
起
こ
し
て
勝
ち
取
っ
て
い
く
の

だ
と
い
う
熱
気
に
会
場
全
体
が
包
ま
れ
、
感
動
を
覚
え
る
。

九
月
四
曰
か
ら
北
京
で
開
催
さ
れ
る
政
府
間
会
議
を
前
に
し

て
、
開
催
さ
れ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

す
る
た
め
に
、
八
月
二
九
曰
～
九
月
三
曰
の
曰
程
で
、
部
落
解
放

同
盟
中
央
本
部
女
性
対
策
部
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
・
九
五
Ｎ

Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
ツ
ァ
ー
の
一
員
と
し
て
北
京
を
訪
れ
る
機

会
を
得
た
。
以
下
、
曰
程
に
そ
っ
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ほ
ん

の
一
部
分
で
あ
る
が
、
私
見
を
ま
じ
え
て
紹
介
す
る
。

八
月
二
九
曰

午
前
の
便
で
北
京
へ
、
北
京
空
港
は
大
変
な
混
雑
ぶ
り
。
女
性

は
じ
め
に

第
四
回
世
界
女
性
会
議
・
九
五
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム

ｌ
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
女
性
対
策
部
参
加
ツ
ア
ー
の
一
員
と
し
て
Ｉ

」
九
月
一
曰

午
前
中
、
サ
ー
ミ
ー
（
北
欧
の
先
住
民
族
）
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
す
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
主
催
者
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
の
参
加
者
だ

が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ロ
シ
ア
に
も
サ
ー
ミ
ー
は
い
る
と
の
こ
と
。

ロ
シ
ア
の
サ
ー
ミ
１
は
ト
ナ
カ
イ
が
手
に
入
ら
な
く
、
伝
統
が
ど

た
め
の
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
た
。

〃
は
つ
ぴ
“
を
着
て
、
河
内
音
頭
に
の
せ
て
「
母
は
た
た
か
わ

ん
」
を
各
自
が
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
盆
踊
り
を
輪
に
な
っ
て
踊
っ

た
。
外
国
か
ら
の
参
加
者
も
そ
の
輪
に
加
わ
っ
て
踊
っ
て
く
れ
て

い
た
。

踊
り
の
輪
の
後
ろ
に
参
加
メ
ン
バ
ー
が
日
本
か
ら
持
っ
て
き
た

寄
せ
書
き
を
し
た
布
を
つ
な
ぎ
通
り
か
か
っ
た
人
た
ち
に
も
寄
せ

書
き
を
依
頼
し
た
。
ロ
シ
ア
か
ら
の
参
加
者
は
、
私
た
ち
が
踊
っ

て
い
る
間
、
そ
の
寄
せ
書
き
の
布
を
持
っ
て
協
力
し
て
く
れ
た
。

パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
か
な
り
効
果
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

一
一
一
一
口
葉
の
壁
が
厚
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
身
に
つ
い
て
細
か
く
た

ず
ね
ら
れ
る
と
、
明
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
で
詳
し
く
聞
い
て
く
れ

と
い
う
の
が
精
い
っ
ぱ
い
な
の
が
歯
が
ゆ
い
。

中
国
の
あ
る
女
性
は
、
曰
本
は
単
一
民
族
な
の
に
な
ぜ
差
別
が

あ
る
の
か
、
理
解
で
き
な
い
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
た
。

八
月
三
○
曰

「
平
等
・
開
発
・
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
会
式
が
午
後
五
時
（
現
地
時
間
）
か
ら
北
京
市
内
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
当
初
ツ
ア
ー
参
加

者
の
半
分
し
か
入
場
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
全
員

会
議
に
参
加
す
る
人
、
そ
の
人
た
ち
を
出
迎
え
る
旅
行
社
の
人
で

ご
っ
た
返
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ク
イ
ン
後
、
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

（
身
分
証
明
書
）
を
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
も
ら
う
た
め
に
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
登
録
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
。
全
員
無
事
に

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
（
た
だ
し
、
｜
人
の
カ
ー
ド
の
み
懐
柔

県
ま
で
と
り
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ

っ
た
）
。

中
田
理
恵
子
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一
間
に
一
○
人
が
暮
ら
す
生
い
立
ち
か
ら
識
字
教
室
に
参
加
し

て
、
解
放
運
動
に
目
覚
め
て
い
く
様
子
、
そ
し
て
人
間
変
革
を
と

げ
た
話
を
情
熱
を
込
め
て
報
告
さ
れ
た
。
次
に
曰
本
の
民
謡
の
紹

介
と
し
て
、
中
村
陽
子
さ
ん
（
部
落
解
放
同
盟
中
央
女
性
対
策
部

員
）
が
「
貝
殻
節
」
「
安
来
節
」
を
披
露
し
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
ツ
ア

ー
参
加
者
が
ふ
り
を
つ
け
て
、
踊
る
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

飛
び
出
し
た
。

二
番
目
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
ベ
ル
ニ
ス
・
シ
ー
さ
ん
（
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
先
住
民
族
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
女
性
組
織
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
Ｇ

代
表
）
で
あ
る
。

ラ
モ
ス
政
権
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
二
○
○
○
年
計
画
と
称
し
て
、

コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
地
域
（
資
源
が
豊
富
に
眠
る
地
域
）
の
開
発
を
進

め
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
は
、
一
○
の
大
き
な
川
が
あ
り
、
三
つ

の
水
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
現
在
建
設
中
の
も
の
も
入

れ
る
と
一
四
の
発
電
所
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
電

力
需
要
の
五
○
％
を
ま
か
な
え
る
量
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
金
・
銀
・
銅
が
と
れ
、
鉱
山
開
発
が
四
カ

所
で
行
わ
れ
て
い
る
。
土
地
を
搾
取
さ
れ
、
先
住
民
族
に
残
さ
れ

た
資
源
は
わ
ず
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
グ
リ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
（
農
地
の
転
換
）
と
し
て
、
バ
ギ
オ
市
全
体
が
観
光
セ
ン

タ
ー
と
し
て
開
発
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
は
、

ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
と
し
て
三
○
○
年
間
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
の

ん
ど
ん
風
化
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

サ
ー
ミ
ー
の
現
状
・
歴
史
・
環
境
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
る
。

サ
ー
ミ
ー
の
最
も
大
切
な
も
の
は
、
ト
ナ
カ
イ
（
衣
・
食
に
使

用
）
で
あ
る
が
、
市
場
経
済
の
導
入
に
よ
り
、
｜
家
族
一
頭
（
法

律
が
で
き
る
ま
で
は
、
男
女
が
各
一
頭
づ
っ
所
有
し
て
い
た
）
し

か
所
有
で
き
な
い
。

自
然
破
壊
（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
放
射
能
汚
染
な
ど
）
が
進
み

生
き
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
サ
ー
ミ
ー
の
人
び
と
は
、
原
子
力
発

電
反
対
の
運
動
を
呼
び
か
け
、
も
ち
ろ
ん
核
実
験
（
フ
ラ
ン
ス
・

中
国
）
に
も
反
対
し
て
お
り
、
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
が
破
壊
さ
れ
た

ら
ど
う
な
る
の
か
考
え
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い
た
。

一
九
七
○
年
代
に
サ
ー
ミ
ー
の
女
性
の
組
織
化
が
始
ま
り
、
’

九
八
○
年
代
に
サ
ー
ミ
ー
ラ
ン
ド
で
国
際
女
性
先
住
民
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。
一
九
九
○
年
に
は
ロ
シ
ア
の
サ
ー
ミ
ー
が
組
織
化
さ

れ
る
。
一
九
九
四
年
ノ
ル
デ
ィ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
数
カ

国
の
女
性
が
交
流
す
る
。

女
性
が
伝
統
文
化
を
守
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
政
府
の

規
制
に
よ
り
、
伝
統
が
破
壊
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
の
建
設
や
障
害
者
施
設
、
保
育
所
の
建

設
。
運
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
国
際
的
な
活
動
と
し
て

国
際
先
住
民
族
協
議
会
に
参
加
し
て
、
先
住
民
女
性
の
権
利
獲
得

の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
に
働
き
か
け
政
治
的
課
題
に
取
り
組

Ｉ 

植
民
地
で
あ
っ
た
。
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
は
、
森
林
と
み
な
さ
れ
て
い

た
た
め
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
先
住
民
の
権
利
を
ス
ペ
イ
ン
も
ア
メ

リ
カ
も
認
め
な
か
っ
た
。

一
九
七
○
年
代
開
発
が
始
ま
っ
た
た
め
に
先
住
民
た
ち
の
中
に

自
分
た
ち
の
土
地
と
い
う
権
利
意
識
が
生
ま
れ
た
。
先
住
民
の
自

決
権
を
要
求
し
、
木
材
の
伐
採
に
対
す
る
反
対
運
動
を
進
め
て
い

る
。
今
後
は
、
国
連
に
む
け
た
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
国
際
的
な

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

三
番
目
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
計
良
智
子
さ
ん
（
ヤ
イ
ュ
ー
カ
ラ

の
森
）
で
あ
る
。

「
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
を
現
代
の
暮
ら
し
に
生
か
す
ｌ
ヤ
イ
ュ

ー
カ
ラ
（
自
ら
行
動
す
る
｝
の
旗
を
か
か
げ
て
Ｉ
」
と
題
し
て
、

報
告
が
あ
っ
た
。
「
長
く
困
難
な
搾
取
と
同
化
の
歴
史
の
な
か
で
、

女
た
ち
こ
そ
が
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
を
暮
ら
し
の
な
か
で
守
り
伝
え

て
き
た
。
い
ま
は
私
が
プ
チ
（
お
婆
さ
ん
）
た
ち
の
心
を
受
け
継

ぎ
、
次
の
時
代
に
伝
え
て
い
く
」
と
い
う
決
意
の
下
に
活
動
を
行

っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
『
北
京
世
界
女
性
会
議
』
で
提
案
さ
れ
る

「
行
動
綱
領
草
案
」
の
な
か
で
、
以
下
の
項
目
が
採
択
さ
れ
、
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
さ
れ
た
。

戦
略
目
標
Ａ
１
…
印
（
Ｓ
）
～
文
化
の
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
た

政
策
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

戦
略
目
標
Ａ
２
…
岡
（
Ｅ
）
～
先
住
民
の
権
利
に
つ
い
て
の
国

ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

午
後
三
時
、
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
女
性
対
策
部
主
催
の
ワ

１
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
先
住
民
族

女
性
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
参
加
。

約
二
一
一
○
名
（
曰
本
以
外
六
一
一
名
）
の
参
加
者
が
あ
り
盛
況
で

あ
っ
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
以
下
の
趣
旨
の
下
に
開
催
さ
れ
た
。

「
世
界
の
女
性
解
放
運
動
は
一
九
七
五
年
メ
キ
シ
コ
で
の
第
一

回
世
界
女
性
会
議
か
ら
一
九
八
五
年
の
第
三
回
ナ
イ
ロ
ビ
会
議
を

経
て
、
飛
躍
的
に
発
展
し
た
が
、
女
性
差
別
に
加
え
て
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
と
し
て
差
別
、
抑
圧
を
受
け
て
い
る
各
地
の
少
数
民
族
、

先
住
民
族
や
曰
本
の
被
差
別
部
落
の
よ
う
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
グ
ル

ー
プ
の
女
性
た
ち
が
、
二
重
三
重
に
抱
え
て
い
る
問
題
に
関
し
て

は
、
明
確
な
提
起
が
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

北
京
女
性
会
議
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
場
で
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
先
住
民
族
の
女
性
が
一
堂
に
集
ま

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
問
題
を
明
ら
か
に
し
、
支
援
し
あ
う
関

係
を
作
り
、
ま
た
共
通
に
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
共
同
し
て
解
決

す
る
具
体
的
道
筋
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
」

最
初
に
、
西
川
英
子
さ
ん
（
部
落
解
放
同
盟
中
央
女
性
対
策
部

員
）
か
ら
「
わ
た
し
の
人
生
を
変
え
た
識
字
」
と
題
し
て
、
六
畳
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九
月
一
一
曰
自
由
行
動
、
九
月
三
曰
帰
国
。

「
二
一
世
紀
を
展
望
し
た
総
合
的
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

わ
た
し
た
ち
の
声
を
反
映
さ
せ
よ
う
！

ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
世
界
女
性
会
議
に
参
加
で
き
た

こ
と
は
、
大
変
幸
運
で
あ
っ
た
。
部
落
女
性
に
と
っ
て
、
世
界
女

性
会
議
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
初
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
画
期
的
で
あ
っ
た
。

部
落
解
放
運
動
の
な
か
で
も
「
女
性
が
変
わ
れ
ば
部
落
が
変
わ

る
」
と
い
う
言
葉
が
い
わ
れ
て
久
し
い
が
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
「
女

性
が
変
わ
れ
ば
世
界
が
変
わ
る
」
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
七
五
年
の
国
際
婦
人
年
か
ら
二
○
年
を
経
て
、
世
界
の
女

性
の
地
位
向
上
は
ど
れ
だ
け
図
ら
れ
た
の
か
。
先
進
国
の
女
性
た

ち
は
、
自
国
で
の
地
位
向
上
を
ど
れ
だ
け
図
れ
た
の
か
。
そ
し
て
、

後
進
国
と
い
わ
れ
る
国
々
の
女
性
た
ち
の
地
位
向
上
は
ど
れ
だ
け

進
ん
だ
の
か
。

曰
常
生
活
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
ア
ジ
ア
の
女
性
た
ち
の
安
価

な
労
賃
で
作
っ
た
衣
類
・
食
料
に
ど
れ
だ
け
日
本
で
生
活
す
る
者

は
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
と
実
感
す
る
。
北
京
会
議
に

身
に
つ
け
て
い
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
ズ
ッ
ク
・
ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク
・
帽

子
な
ど
、
す
べ
て
中
国
・
台
湾
製
の
安
価
な
物
ば
か
り
で
あ
る
。

第
四
回
世
界
女
性
会
議
が
ア
ジ
ア
の
北
京
で
開
催
さ
れ
た
こ
と

際
宣
一
一
一
一
口
の
採
択

戦
略
目
標
Ｂ
４
…
冊
（
Ｎ
）
～
先
住
民
女
性
お
よ
び
女
児
が
自

ら
の
ニ
ー
ズ
や
目
標
、
文
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
教
育
を
受
け
る
権
利
を
認

め
支
援
す
る

戦
略
目
標
Ｋ
２
…
川
（
ａ
）
～
持
続
的
開
発
の
た
め
の
政
策
・

計
画
の
策
定
に
お
い
て
…
先
住
民
女
性

を
含
む
す
べ
て
の
女
性
の
持
続
的
資
源

管
理
に
関
す
る
視
点
と
知
識
を
取
り
入

れ
る

こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
、
会
場
の
参
加
者
と
の
質
疑
討
論
に
移

っ
た
。

尼
崎
に
住
む
と
い
う
曰
本
女
性
か
ら
、
「
部
落
差
別
が
あ
る
こ
と

は
、
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
自
分
も
差
別
し
た
く
な
い
し
、
ま
た

差
別
さ
れ
た
く
な
い
。
し
か
し
、
部
落
解
放
同
盟
の
運
動
方
針
が

過
激
す
ぎ
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
知

人
の
あ
る
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
（
男
性
）
が
、
差
別
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
発
言
を
し
た
と
し
て
、
部
落
解
放
同
盟
関
係
者
に
事
務
所

に
呼
び
出
さ
れ
、
糾
弾
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
、

理
解
を
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
主
旨
の
発
言
が
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
部
落
解
放
同
盟
女
性
対
策
部
員
か
ら
「
あ

な
た
は
、
部
落
差
別
の
現
実
を
知
っ
て
い
る
の
か
。
部
落
差
別
発

の
意
義
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
お
祭
り
さ
わ
ぎ
や
行
事
と
し
て

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
地
に
着
い
た
女
性
の
地
位
向
上
に
結
び
つ

く
活
動
を
足
元
か
ら
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
ジ
ア
に
生

き
る
女
性
の
一
人
と
し
て
、
曰
本
国
内
で
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。
そ
し
て
、
部
落
女
性
と
し
て
何
を
な
す
べ
き
な
の
か
。

課
題
は
、
山
積
し
て
い
る
。
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
具
体
的

な
行
動
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
る
。
北

京
会
議
で
採
択
さ
れ
た
行
動
綱
領
の
実
施
に
と
も
な
っ
て
、
各
国

政
府
は
一
九
九
六
年
中
に
国
内
行
動
計
画
の
作
成
を
求
め
ら
れ
て

い
る
。

日
本
に
お
い
て
も
、
総
理
府
男
女
共
同
参
画
審
議
会
が
一
九
九

六
年
夏
に
答
申
を
出
す
予
定
に
し
て
お
り
、
政
府
の
策
定
す
る
「
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
新
た
な
行
動
計
画
」
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

総
理
府
は
、
「
男
女
共
同
参
画
審
議
会
部
会
に
お
け
る
論
点
整

理
」
を
公
表
し
、
地
方
公
共
団
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
民
各
層
か
ら
意

見
を
広
く
求
め
て
い
る
（
一
九
九
六
年
一
一
月
二
五
曰
締
め
切
り
、

後
掲
資
料
参
照
）
。

被
差
別
部
落
の
女
性
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
抑
圧
の
立
場

に
あ
る
女
性
が
、
男
女
平
等
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
行
動
計
画

に
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
提
起
し
て
い
か
な
け
れ
ば

一
一
一
一
口
に
よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
の
か
」

ま
た
、
計
良
智
子
さ
ん
か
ら
「
北
海
道
で
ア
イ
ヌ
と
部
落
差
別

に
関
わ
っ
た
発
一
一
一
一
口
が
あ
り
、
共
同
で
糾
弾
会
を
行
っ
て
い
る
が
、

あ
な
た
は
、
実
際
に
糾
弾
会
を
見
た
こ
と
が
あ
り
知
っ
て
い
る
の

か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
が
、

尼
崎
か
ら
来
た
女
性
は
、
通
訳
者
も
お
り
参
加
者
の
五
分
の
四
が

曰
本
人
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
え
て
英
語
で
発
一
一
一
一
口
し
た
。
曰

本
人
以
外
の
参
加
者
に
対
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
を
開
催
し
て
い

る
団
体
が
、
過
激
な
人
た
ち
で
あ
る
と
の
印
象
を
持
た
せ
よ
う
と

意
図
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
で
の
今
後
の
活

動
課
題
と
し
て
、
持
ち
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
文
化
交
流
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
先
住
民
族
の
参

加
者
か
ら
歌
の
披
露
が
あ
り
、
受
付
付
近
で
は
、
曰
本
の
参
加
者

が
他
の
国
の
参
加
者
に
折
り
紙
を
教
え
る
光
景
も
見
ら
れ
た
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
世
界
か
ら
三
一
、
○
○
○
人
が
参

加
し
、
約
五
、
○
○
○
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
、
民
間
会

議
と
し
て
は
最
大
規
模
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
人
権
、
暴

力
、
貧
困
、
健
康
、
教
育
な
ど
の
問
題
で
、
女
性
た
ち
の
関
心
と

連
帯
を
掘
り
起
こ
し
た
。
今
後
、
政
府
間
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
行

動
綱
領
」
に
も
と
づ
い
て
、
曰
本
の
国
内
行
動
計
画
づ
く
り
に
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
の
意
見
を
ど
れ
だ
け
、
反
映
で
き
る
か
で
あ
る
。






